平成１８年６月７日

参加者各位

浦柄復興委員会

中越復興市民会議

日本財団復興ボランティア支援タスク

朝日山復興春の陣についてのご案内

◆集合日時・場所

日　時：６月１０日（土曜日）９時００分集合

場　所：小千谷市浦柄、朝日山登山口の浦柄神社広場

　　　　※１：神社付近は道が狭く車が輻輳すると身動きが取れなくなります

※２：駐車場については係員の指示に従ってください

　　　　※３：駐車場誘導は８時頃から行う予定です

　

◆受　付

参加者名簿を確認し、名札・地図をお渡しします

※１：作業場所等の持ち場の識別はカラーガムテープで

※２：喫煙者には携帯吸殻入れを配布しますのでポイ捨てゼロにご協力を！

◆全体スケジュール

第一日目(６月10日)

　８：００　駐車場誘導

　９：００　集合・受付・結団式

１０：３０　作業開始

１２：００　昼飯

１５：００　作業終了、下山

１６：００　点呼、解散

夕方から、住民とボランティアとの交流会（山本山、小千谷市民の家）

第二日目(６月11日)

　９：００　集合　　

　９：３０　作業開始

１１：３０　作業終了、下山

１２：００　点呼、解団式

◆結団式　９時１５分頃から

参加者全員で結団式を行います

◇活動趣旨の説明

◇町会・来賓・長岡連合・風人連合の各代表挨拶

◇参画・参集団体の紹介（全員）

◇作業内容の説明

◇各作業場所の班長等の紹介

◇注意事項・緊急対応の説明

◇準備体操

※：結団式にて戦没者供養のための慰霊祭を行います

◆各隊・各班毎の打合せ[隊長(浦柄住民)・隊長補佐・班長(浦柄orボランティア)は前日の打合せで最終決定]

作業内容の打合せ

各隊毎の作業分担

◇麓　隊：神社周りの整備清掃、下部民間農地までの草刈

◇旧道隊：旧道の道作り（道きり、階段づくりなど）、草刈り

◇本道隊：草刈り、車道の整備清掃、倒木の処理

◇頂上隊：山頂周囲の整備清掃、展望棟の清掃、墓碑等の復旧、物資・資材の荷上げ、蛇のげ付近２箇所の迂回路づくり、石碑等の復旧、清掃用水汲み

※：荷上げ物資：リヤカー１台、一輪車２台、清掃用具、ポリタンク

◇昼飯隊：食料・物資の荷揚げ、カマドづくり、昼食準備（湯沸し）、ゴミの管理

※：荷上げ物資：食材（カンズメ食料）、薪、大なべ、割り箸、ゴミ袋

◇看板隊：必要物資の荷上げ、看板の修復、看板の取り付け

◆道具類

スコップ・くわなどの道具類は事務局側で準備しています

※：すでにいくつかの団体にお願いしているものもあります

◆服　装

すべて山での作業になりますのでそれを考慮した服装でお願いします

◇長袖・長ズボン・帽子・軍手

◇雨天決行ですのでその場合はカッパ・長靴を

※１：主催者側ではこれらの物は一切準備をしません

※２：主催者側で望ましくない服装と判断した場合には参加を取りやめていただくこともあります

※３：旧道隊は原則ヘルメットを着用していただきます。ヘルメットは用意します

◆害虫について

ハチ・マムシ・害虫には注意を（虫除けなどの準備を）

※１：ハチ類は黒い色や香水などによって来る習性があります

※２：（地元からのアドバイス）この辺りで「ぶと」というゴマ位の血を吸う害虫や「うんか」というさらに小さい害虫がいます。いつの間にか刺されていたというシロモノです。虫除けスプレーがあると便利です。長袖も防御方法の一つです。

◆飲み水

朝日山には飲むことのできる水場はありません

各自で十分な水を用意すること

緊急に備えて頂上及び前線詰所には飲める水を用意します

◆ボランティア保険

ボランティア保険については各自の責任で

◆１０日（土曜日）の昼は主催者側で用意します

※１：用意するのは非常用缶詰（やきめしのやや期限切れもの）です

※２：そのためのお湯を頂上で沸かす予定です

※３：その非常用缶詰ご飯が苦手な人は各自でご用意を！

※４：伊藤園様からお茶(ペットボトル)を協賛いただいています

※５：各自デイパックのご用意を

※６：原則として全員頂上にて食事をとる予定です

※７：ゴミについては各自の責任でお願いします

なお、６月１１日（日曜日）の予定については、１０日（土曜日）の作業の進捗及び天候を判断して、土曜夜、懇親会前に関係者で協議したいと思います。

緊急連絡先：日本財団　復興ボランティア支援タスク

　　　　　　０９０－２５２７－７５０１（朝日山復興春の陣用）

　　　　　　０９０－９０１２－２００５（黒沢用）


朝日山復興春の陣に併せて、一部のボランティアさんの協力により、旧山古志村においても作業を予定しています。

お願い：ボランティアの宿泊先の「山本山市民の家」での布団の数が足りません。寝袋を持参できる方は、宜しくお願いします。寝袋に寝て震災当時のボランティア活動を思い出してください。

